
秋の朝日 一句… 

 

爽涼や杉一身に朝日浴び/村田脩 

 

旭光に濡れ漆紅の岩鏡/福田蓼汀 

 

旭今花の枝先捉へけり/高澤良一 

 

朝日かげさすや氷柱の水車/鬼貫  

 

茎立や朝日が昇る風の中/鈴木晶 

 

出し旭直ぐ呑む雲や菰の花/正之 

 

まな板に旭さすなり芹薺/泉鏡花 

 

朝日より先へ開きし蓮かな/来爾 

 

朝日さす弓師が店や福寿草/蕪村 

 

鵯鳴くや旭患ふ雲の中/石塚友二 

 

美しき稲の穂波の朝日かな/路通 

 

裸木の一本づつに朝日影/高澤良一 

 

蠅が来る冬の朝日や古畳/羅蘇山人 

 

ぼのくぼに朝日は中り寒雀/齋藤玄 

 

霧と旭と戦ふ松の林かな/野村喜舟 

 

霧終に音たてて降る旭かな/原石鼎 


